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女性らしいきれいな写筆ですが、書き間違いがあるように見えます。

pdatabbab batb faadasb nadapaab dafbadata sb sand fbadasdasb
わずかな家の人の領土が変化しフアアダ国になった。多くはない豊かさは
軒並みで、国の国土はフバダスダ国だった。

aadaaab fab sand nadaqb aapatb sand fadaum fab fas
他の全ての辛い人の国土は統治が無く崩れてしまった。
国土の辛い家は辛い人の辛い集まりだった。

nadaqaab sbqaab aaqttb qbab qbfb sdar aattb daumaatdaumsb
自立心の無い国は少ない人で、活発でない国は小さな領土や地域になった。
集めた農地に国を設けたダウムアアトダウム国であった。

aadaftttd dattar aadakaab said bada qbab badaum stttk sdaum
幾らの貧しさを纏めて定まった土地は、幾らか強いだけだった。
長老は悪い小さな領土に、軒並み契約を止め家を集めた。

saadasand nadafaab aattb faattb
幾らかの争いで、長期ではない国が加わり良くない国になった。

qaadar batdas batdasand bada sand daqbadaumbadaum sair nadak
狭い土地に多くの出入りがあり、多くの争いで悪い国土となった。

おとなしい家は軒並み日当たりが強くなかった。( dain ならば長老 )

daqbadastttd aadar aatdar dasand badafaada sdaum sdata sdar and
おとなしい出入りのないまとまりは、所有農地に農地を加えて争ったが、
豊かさに従い他は、次々家が集まり農地が集まり続いた。

( o に見えますが y の場合長期になるにつれて)

nadaftttda r aada aattdasb nadafaattb ftb daqaadarr sand
豊かでない集まりは沢山で、周りは他のアアツツダ国だった。
豊かでない国を加えて良い国となり、自立的な農地の国土だった。

bada qttda sanr aadaqaab sdar stdaum sb sdaum sand
悪い少さくない出入りの蓄えは、幾らか自立的な農地が集まったストダウム国で

家の集まった国土だった。( r が n ならば、自立的な競争に従って )


